
項目 総合 項目 総合

家庭教育支援の充実に努める。

・啓発活動の推進

・全校生徒の三者面談実施

3.1

○定期テスト前の週にメディアコントロー

  ウィークを実施した。また、保健だより

　等を活用して積極的に啓発を行った。

○夏季休業中にすべての家庭と個人面談を

　行い家庭の状況を把握できた。

●メディアに関しては、今後も継続して取

　り組む必要がある。

3.0

○全ての家庭と個人面談を行ったことは評価でき

　る。

○個人面談の実施は、生徒の生活の様子を知るう

　えで大変有難いです。

○スマートフォン・SNSについては、生徒と保護

　者が一緒に講話を聴く機会をつくると良いと思

　う。

○メディアコントロールウィークにより視聴時間

　を可視化して意識させる取り組みはぜひ継続し

　て頂きたい。また、視聴するコンテンツについ

　ても適正な選択ができるような取組（情報公開

　や会話など）が持てるとさらに良いと思う。

学校や家庭、地域等が一体となって取

り組む教育を推進する。（PTA活動)

・積極的な情報発信

・ＰＴＡ活動の見直し

・学校運営協議会との連携

・地域人材との積極的連携

3.0

○ホームページについては、最小限の更新

　にとどまった。また、定期的に各学級通

　信等で学校の様子を提供できた。

○ＰＴＡ年間活動計画に沿って、協力しな

　がら実施することができた。

○学校運営協議会で出された意見を参考

　に、課題解決に向けて全体で取り組むこ

　とができた。

○各学年の総合的な学習の時間で、地域人

　材を積極的に活用し、ｷｬﾘｱ教育を推進で

　きた。

●学校の様子を定期的に保護者・地域へ発

　信する。

3.7

○取り組みは評価できる。

○生徒の地域活動への参加など、地域との連携も

　概ねできていると評価できる。

○地域の人材から学ぶ授業では、学ぶ内容をより

　身近に感じられ、良い意味で壁をなくすことで

　印象に残る授業となっていると思う。

○校長先生をはじめ先生方が発信された通信は、

　生徒や保護者への思いが特に感じられ、SNSと

　は違った重みが伝わり、子供を託す保護者にと

　って、先生方の人柄や思いを知ることはPTA活

　動などへの関心を大きく変え、学校、家庭、地

　域が一体となって取り組むことができる要因で

　あったと思う。

○情報発信もなかなか難しいでしょうが、生徒の

　頑張っている姿を多く発信できると良いと思

　う。

読書活動を推進する。

・貸出冊数３０００の達成

・読書事務との連携

3.0

○図書事務と連携し、新刊の購入を行い図

　書室の充実を図った。

〇年間８回各学級での「読み聞かせ」を実

　施し、本に興味をもち、親しむ習慣につ

　ながった。

○キャリア教育に関する新聞記事をスクラ

　ップシートにまとめ、教材として活用で

　きるよう整理した。

●貸出冊数2212冊(1/30現在)、目標の

　3000冊を下回る見込みである。

●なかなか読書をする生徒が増えない状況

　がある。学習委員会と協力し、生徒が図

　書室へ行くような取り組みを考えてい

　く。

　※3000冊の根拠として、１か月1人２冊

   を目標とし設定している。

   144名×2冊×11か月=3168冊

　※来室者数は、(1,451名　1/30現在）

  　月平均 161名

3.3

○図書室来室者数は、前年比どうだったのだろう

　か。

○目標の3,000冊の根拠はあるのか？昨年の目標

　の3,500冊もだが、過大目標だったのではない

　だろうか。

○文章読解力は、課題を解く上でも重要なスキル

　であり、能力向上に読書は有効だと思うので引

　き続き取り組んでいただきたい。

○話題の人物に関連する本や、新刊本をいち早く

　紹介するなど、図書環境の充実は素晴らしいも

　のだと考えます。また、キャリア教育に関する

　記事をまとめる取組は重ねていくことで生きた

　教材として活用でき、今後のブラッシュアップ

　を望みます。

○活字離れが進む中、読書だけでなく、新聞を使

　ったスクラップシートは素晴らしい取り組みだ

　と思う。

確かな学力を育む教育を推進する。

・各学年実力テスト地区平均を目指

　す。

・宮崎大学との連携、ＩＣＴの効果的

  な活用

・授業力の向上

・家庭学習の充実

3.1

○夏季休業中に宮崎大学と連携し、RSTの

　分析を行い、教師それぞれが、アウトプ

　ットを意識した授業改善を行い、読解力

　の向上や学力向上に努めた。

○各教科でばらつきはあるが、タブレット

　等のICT機器を活用した授業を実施する

　ことができた。

●職員間で活用の仕方等を共有し、タブレ

　ットを活用した授業がどの教科でも展開

　できるようにしていく。

　※視察訪問で全職員実施、また初任者を

　　中心に実施している。

　※家庭での学習の様子、宅習帳の内容で

　　アドバイスと協力を依頼している。

3.0

○目標である学力テスト地区平均は達成できたの

　だろうか。

○職員は計画的に研究授業や研修を行えたのだろ

　うか。

○三者面談が生徒、保護者に対する啓発活動にな

　ったのだろうか。

○地方生徒の学力の向上は大きな課題であると感

　じています。RSTの分析結果に基づく学習支援

　の強化を今後もぜひ図って頂きたいと思う。

　また、効率的な学習形態についても研究する必

　要があると考えます。

○大学と連携した取り組みは良いと思う。更に、

　生徒が楽しく興味を持って取り組める授業を期

　待します。

人権を尊重し豊かな心を育む教育を推

進する。

・いじめ実質ゼロ

・道徳教育・人権教育の推進

・いじめ防止基本方針に基づく取組の

　推進

・「いのちの教育週間」での啓発活動

　の実施

3.2

〇学校生活アンケートを毎月実施し、いじ

　め不登校対策委員会でその対策を協議

　し、いじめの早期発見・解決に努め、い

　じめの未然防止につながった。

〇道徳の授業を核にし、平和学習、命を大

　切にする教育、人権学習集会を計画し、

　生徒の心に響く学習が実施できた。

○関係諸機関と連携し、不登校・不登校傾

　向生徒への改善を図ったが、なかなか解

　消・変容につながらない状況である。

●今後も関係機関と連携し、少しでも登

　校できるよう働きかける。

3.7

〇取組自体は評価できる。

○不登校は、必ずしもいじめが原因とは限らな

　い。引き続き、関係機関との連携を図ってくだ

　さい。

○学校生活アンケートを毎月実施して頂いた結

　果、いじめの早期発見、解決に繋がった事は大

　いに評価させて頂きます。不登校には学校生活

　以外にも様ざまな要因があり限られた期間内で

　の解決には限界があると感じますが、先に続く

　人生の為に可能な限り寄り添っていただけると

　有難いです。

○国光原中学校の生徒は、みんな優しいと思いま

　す。不登校・不登校傾向生徒については、すぐ

　に結果が出るものではないので、これからも焦

　らず寄り添う体制で頑張ってほしい。
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特別支援教育を推進する。

・個に応じた特別支援教育の充実

・研修の推進

3.1

○毎週水曜日に生徒理解の時間を設け、不

　登校生・不登校傾向生徒、特別な支援が

　必要な生徒等の状況を全職員で共通理解

　し、日々の教育活動に生かすことができ

　た。

○夏季休業中に特別支援教育に関連したの

　研修を行い、教職員の資質向上を図っ

　た。

3.3

〇自己評価の内容は評価できる。

○保護者への支援が必要な家庭も多いと推察する

　ので、困った時は関係機関との連携を図ること

　が大切です。

○生徒の特性に合わせた指導を先生方全員で共有

　する時間を設けていることに感謝します。今後

　も研修等、時間を費やしますが、学校生活が皆

　楽しく過ごせる環境づくりを期待します。

○全職員で情報を共有しながら進めていて良いと

  思う。

郷土を愛し地域社会に参画する態度を

育む教育を推進する。

・農業大学校との連携

・小学校、地域と連携した取組の推進

・ふるさと学習の推進

3.1

〇農業大学校の協力をいただき、カボチャ

　とサツマイモの植え付け・収穫を体験し

　た。また、軽トラ市ではサツマイモの販

　売を行った。

○各学年、総合的な学習の時間で、地域の

　人材を活用した。ふるさと学習について

　は、主に１学年で実施し、ふるさと川南

　を深く知ることができた。

○生徒会が主体となり、地域クリーン活動

　を実施し、地域の方との交流ができた。

●今後もより多くの地域人材を計画的・系

　統的に活用していく。

3.7

〇自己評価の通り評価できる。

〇生徒は、自主的に様々なボランティアにも参加

　しており、確実に郷土を愛する心は育まれてい

　ると感じます。

○軽トラ市でのサツマイモの販売や総合的な学習

　において、社会との繋がりを体験する事で、成

　長している姿を感じます。地域を巻き込んだク

　リーン活動や、公民館との共同作業など、誠実

　に取り組む姿勢はとても頼もしく、これからの

　川南をけん引してくれることを心より願いま

　す。

○公民館の石焼きいも機を使用していただきあり

　がとうございました。先生方が生徒のために頑

　張っている姿をうれしく思います。

キャリア教育を推進する。

・地域学校協働活動推進員等との連携

・地域と連携したキャリア教育の推進

3.3

○地域学校協働活動推進員と連携しなが

　ら、地域人材等を活用した職業講話など

　のキャリア教育を推進できた。

〇職場体験学習において、仕事の楽しさや

　大変さを学ぶことができた。

●今後も継続し、生徒に職業観についての

　学習やキャリア教育を推進していく。

3.7

〇自己評価の通り評価できる。

○職場体験においては、仕事の内容を知ることも

　さることながら、郷土愛に目覚めるきっかけと

　なるように思えます。今後もぜひ、継続して頂

　きたい取組です。

社会の変化に対応した多様な人材を育

む教育を推進する。

・オンライン授業実施の推進

・ＩＣＴの効果的な活用研修

・ICT支援員の積極的な活用

3.1

●ICTの効果的な活用（AIドリル）につい

 て研修を行ったり、職員間で具体的な指

 導について情報交換を行ったりしている

 が、生徒への指導については教員の差が

 大きい。

〇各学力調査等、ICT支援員を活用しスム

　ーズに実施することができた。

3.0

○業務負担の軽減となるICTについては、積極的

　な活用を期待する。

○生徒への指導に差が生じないよう、学校全体で

　の職員のフォローをお願いします。

○ICTの活用はもはや常識となりつつあります。

　高校生になると端末操作の技術が授業の理解に

　深く関わってきます。先生方もそうですが、今

　後、中学課程において生徒がスキルを修得する

　ことは見過ごすことのできない課題と考えま

　す。

○今以上に機器を活用した、生徒の好奇心をくす

　ぐる授業をお願いします。

教職員の資質向上と働き方改革の推進

に努める。

・不祥事ゼロ

・コンプライアンスチェック・研修

・業務の見直し

3.0

◯職員研修、毎月のコンプライアンスチェ

　ックや県教委が提供しているコンプライ

　アンス通信等を活用し、個々の意識向上

　を図った。

◯各職員がゆとりが持てるよう、校時程の

　工夫を行っているが、職員数の関係もあ

　り、なかなか働き方改革を推進できてい

　ない状況がある。

●特に、タイムマネジメントに関して、職

　員個人の意識改革をする必要がある。

3.0

〇取組は評価できる。

○コンプライアンスの項目チェックは地味な作業

　ですが、とても重要ですので、心掛けているこ

　とに対して大変評価します。

○職員個人の意識改革については、職員全員が同

　じ方向を向くよう、職場全体での取り組みを期

　待します。

○タイムマネジメントにおいては個々の作業内容

　も違うため、解決を図ることは難しいと考えま

　すが、先生方の負担が軽減する方向での改革を

　期待します。

○なかなか難しいとは思いますが、少しでも業務

　の見直しを行えると良いと思います。

安全、安心な教育環境の整備・充実に

努める。

・けがや病気の未然防止

・定期的な安全点検

・危機管理マニュアルの確認

3.2

◯危機管理マニュアルデジタル版を全職員

　に配付し、状況に応じた対策を行うこと

　で大きな事故がなかった。

◯施設については、毎月安全点検を行い、

　川南町教育委員会と連携しながら修繕を

　行っているが、老朽化のため修繕箇所が

　増えている。

3.0

〇けがや病気に対する対策は評価できる。

○施設の老朽化への対応は、修繕では厳しいので

　はないか。抜本的な対策を教育委員会に要望す

　る。

○施設全般の老朽化が進み、苦労されていること

　と思います。自然災害が懸念される昨今緊急時

　の共通理解を図っている事は大切だと考えま

　す。

○校舎の老朽化はどうしようもないが、毎月の安

　全点検を実施しており、事故等もないことは素

　晴らしい。

学校体育の推進に努める。

・体力向上プランの推進

・適正な部活動の推進

3.2 3.2

◯体力向上プランに基づいた実践で体力向

　上に努めた。

◯部活動は平日、休日とも県の方針に沿っ

　て適正に運営されている。

◯各部活動、部活動指導員、外部指導者が

　配置され、効果的な部活動の推進につな

　がっている。

　※部活動加入率…67.3％ (97名/144名)

　　　　　　　　 (男42.3％　女57.7％）
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〇取組は評価できる。

○生徒の部活動加入率など、気になるところでは

　ある。

○部活の運営において適正に推進されていること

　に安心しました。表彰される部活もあるとの

　事、生徒の皆さんが目標をもって部活動、運動

　の向上に励む事を期待します。

○県の方針に沿って適切に運営されており良い。

Ⅳ　文化やスポーツに親しむ社会づくりの推進

１

７

Ⅲ　教育を支える体制や環境の整備・充実

１

3.1 3.0

２

3.1 3.4
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